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日
ソ
共
同
宣
言
に
係
る
大
学
教
授
の
見
解
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
二
十
一
日
付
毎
日
新
聞
五
面
に
、
「
プ
ー
チ
ン
氏
待
望
論
の
幻
想
」
と
の
見
出
し
で
、
袴
田
茂
樹
青
山
学
院
大

学
教
授
が
寄
稿
を
し
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

一
九
五
六
年
の
日
ソ
共
同
宣
言
に
つ
き
説
明
さ
れ
た
い
。

二

袴
田
氏
の
論
文
（
以
下
、
「
袴
田
論
文
」
と
す
る
。
）
を
政
府
、
特
に
外
務
省
は
承
知
し
、
そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い
る

か
。

三

「
袴
田
論
文
」
の
中
に
「
実
は
九
六
年
以
来
ロ
シ
ア
側
は
、
日
ソ
共
同
宣
言
に
関
し
、
『
歯
舞
、
色
丹
の
引
き
渡
し
で
領

土
問
題
は
最
終
決
着
』
と
の
解
釈
を
明
確
に
し
て
い
た
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
側
が
我
が
国
に
対
し
、
一
九
九
六

年
以
来
、
日
ソ
共
同
宣
言
に
関
し
、
歯
舞
、
色
丹
の
引
き
渡
し
で
領
土
問
題
は
最
終
決
着
と
す
る
旨
の
解
釈
を
明
確
に
し
て

い
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

四

「
袴
田
論
文
」
の
中
に
、
三
の
記
述
に
続
き
、
「
鈴
木
宗
男
議
員
や
東
郷
和
彦
外
務
省
欧
亜
局
長
（
当
時
）
ら
は
そ
れ
を

承
知
で
同
宣
言
の
承
認
を
ロ
シ
ア
に
迫
っ
た
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
当
時
の
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
と
東
郷
和
彦
外
務
省

欧
亜
局
長
が
、
ロ
シ
ア
側
が
我
が
国
に
対
し
て
歯
舞
、
色
丹
の
引
き
渡
し
で
領
土
問
題
は
最
終
決
着
と
す
る
旨
の
解
釈
を
明

一



確
に
し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
れ
を
承
知
で
日
ソ
共
同
宣
言
の
承
認
を
ロ
シ
ア
に
迫
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な

ら
、
そ
れ
は
い
つ
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

五

「
袴
田
論
文
」
の
中
に
、
「
日
本
は
二
島
返
還
論
者
だ
っ
た
東
大
教
授
を
〇
一
年
の
日
露
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
送
り
込
ん

だ
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
の
日
ロ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
政
府
が
派
遣
し
た
東
大
教
授
は
誰
か
。
ま
た
右
の
者
は
、

北
方
四
島
の
う
ち
二
島
の
返
還
の
み
で
良
し
と
す
る
主
張
を
し
て
い
る
か
。

六

「
袴
田
論
文
」
の
中
に
、
五
の
記
述
に
続
き
、
「
プ
ー
チ
ン
氏
が
日
本
は
二
島
論
に
限
り
な
く
近
づ
い
た
と
誤
解
し
た
の

も
当
然
だ
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
五
の
学
者
を
二
〇
〇
一
年
の
日
ロ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
派
遣
し
た
こ
と
で
、
当
時
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
が
、
我
が
国
が
北
方
四
島
の
う
ち
二
島
の
返
還
の
み
で
良
し
と
す
る
考
え
に
近
づ
い
た
と
誤
解
し
た
と
い
う
事
実

は
あ
る
か
。

七

「
袴
田
論
文
」
の
中
に
、
五
と
六
の
記
述
に
さ
ら
に
続
き
、
「
領
土
問
題
が
こ
じ
れ
た
の
は
当
時
の
こ
の
よ
う
な
対
露
ア

プ
ロ
ー
チ
が
原
因
で
、
鈴
木
氏
ら
が
切
ら
れ
た
か
ら
と
す
る
森
氏
の
見
解
は
見
当
違
い
だ
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
北
方
領

土
問
題
が
こ
じ
れ
た
の
は
、
五
と
六
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
北
方
四
島
の
う
ち
二
島
の
返
還
の
み
で
良
し
と
す
る
方
針
を
、

鈴
木
氏
、
東
郷
氏
が
と
っ
た
か
ら
か
。
ま
た
そ
も
そ
も
我
が
国
と
し
て
、
右
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
ロ
シ
ア
と
北
方
領

二



土
交
渉
を
行
っ
た
こ
と
は
過
去
に
あ
る
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

八

「
袴
田
論
文
」
の
中
に
「
プ
ー
チ
ン
氏
は
国
後
、
択
捉
の
交
渉
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
プ
ー
チ
ン

首
相
が
、
大
統
領
に
就
任
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
国
後
島
、
択
捉
島
に
関
す
る
日
ロ
の
交
渉
を
拒
否
し
続
け
て
い
る
と
い
う

事
実
は
あ
る
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

九

私
的
外
交
の
定
義
如
何
。

十

過
去
に
鈴
木
氏
が
私
的
外
交
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

十
一

過
去
に
鈴
木
氏
が
日
本
政
府
の
立
場
か
ら
離
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、
北
方
領
土
交
渉
を
行
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る

か
。

十
二

二
〇
〇
一
年
三
月
、
ロ
シ
ア
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
日
ロ
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
鈴
木
氏
と
東
郷
氏
も
当
時
の
森

喜
朗
内
閣
総
理
大
臣
に
同
行
し
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
両
者
の
同
行
に
要
し
た
費
用
は
誰
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る

か
。

十
三

十
二
に
関
連
し
、
鈴
木
氏
、
東
郷
氏
の
両
氏
が
森
元
総
理
に
同
行
し
た
理
由
は
何
か
。
両
者
は
、
私
的
な
理
由
で
同
行

を
し
た
の
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


